
 
 

 

  

 
 

  

 
 
 

 昨日の９月１日（火）、数名の欠席者はいましたが、大きな事故にあったりケガをしたりした生徒

もなく、２学期の始業式を迎えることができました。校長のあいさつを掲載します。 
 

この夏休みの間に、熊本県での地震、千葉県、福井県での大雨で多くの方が犠牲になりました。そんな中で、大き

な事故や怪我もなく、こうして元気に皆さんと２学期のスタートを迎えられたことを大変嬉しく思います。こうして、久し

ぶりに皆さんが学校に来ると、改めて、皆さんの笑顔がこの学校の、私たちの活力の源だと実感します。 

さて、1 学期の終業式で「頑張っている人が輝ける集団をつくろう」と話しました。楽しいことだけでなく、嫌なこときつ

いことこそみんなで頑張ろうと声を掛け合い、励まし合える集団です。今、２学期の始業式で改めて言います。頑張っ

ている人が輝ける集団をつくろう！学校は、楽しいことばかりではありません。きついこと、やりたくないこと、面倒くさい

ことばかりです。だけど、友達がいるから、友達とがんばれるから、きついことも面倒くさいことも乗り越えらえる。そんな

仲間になってください。そんな仲間づくりをしてください。 

一人一人を大切にして、誰にとっても居心地が良く、安心して自分らしくいられるクラス 

現時点では、どの学年もそこまでは到達していないように思います。誰かが頑張っていることをバカにしたり、笑った

りしない。「すごいね」「頑張っているね」と後押しできるそんな最高のクラスを自分たちの手で作り上げてください。 

もう１つ。授業を大切にしてください。学校で過ごす時間のほとんどは授業です。この授業を真剣に受けていない人

は、人生を無駄に過ごしているのと同じです。みなさんは、植物でいうならまだ芽が出てまもない若葉です。このあと、

それぞれ美しい花を咲かせる可能性を持っています。授業で学習していることは、皆さんの土壌に降り注ぐ栄養です。

この栄養をたっぷり吸収している芽は、将来美しい花を咲かせるでしょう。栄養を吸収していない芽はどうなるでしょう

か。皆さんの未来は自分しか作ることができません。自分の未来に大切なことを、自分自身で拒否することがどんなに

愚かなことか、皆さんならわかるでしょう。どんな花を咲かせるかわからない今の皆さんに、これは必要ではないとか

将来関係ないと選ぶことはできません。降り注ぐ栄養を、しっかり吸収することが、未来の自分を輝かせる方法です。

そしてそれが、授業を真剣に受けるということです。 

さあ、２学期がスタートします。みなさんの進化はこれからです。今日は昨日までとは違います。今、このときから、

新しい自分としての１歩を踏み出すかどうかは自分次第。勇気をもって踏み出してください。自分の目標に向かって、

そして一人一人の頑張りをみんなで支え合う２学期を共に創っていきましょう。 

  

 

始業式の朝、教室に入ると、どの学年も担任からの熱いメッセージが黒板に記入されていまし

た。一部を紹介します。 

１年生「私はいつでもあなたたちの味方です。失敗を恐れずいろんなことに挑戦していこう！」 

２年生「２年生の絆を深めて、最高の１年にしたいね。」 

３年生「今しかないこの瞬間を、３年生２５名ですばらしい２学期にしていこう！」 

 

学校教育目標 「共に学び、高め合う、希望あふれる生徒の育成」 
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